
『よさ、とりえ、輝く個性を伸ばし 笑顔あふれる学校』

残された日々を意識して

校長 有山 博之

もうすぐ令和4年度がが終わろうとしています。3月には3年生は卒業して新たな道をすすみ、1･2年生

も現在のクラスが解散します。有終の美という言葉がありますが、人の記憶はピーク・エンドの法則に

よって一番印象に残っている場面と最後の場面の記憶が残るそうです。長野中学校での様々な学びをぜ

ひ、良い記憶として残して欲しいと思います。残された日々でなりたい自分や理想のクラスを実現させ

るために、刑務官として長年死刑囚と無期懲囚を観察してきた人の話を紹介します。

死刑が決まっている死刑囚と死刑がない無期懲役囚とどちらが、真面目に過ごしていると思います

か？その人によれば、刑務所で充実した生活を送るのは意外なことに無期懲役囚よりも死刑囚だという

のです。普通に考えれば死刑を宣告されたほうが自暴自棄（じぼうじき）になって問題をおこすと考え

がちですが、実際はその逆の場合が多いそうです。無期懲役囚の方が獄中で毎日だらだらと過ごして、

しばしば問題をおこすというのです。一方、死刑囚の中には目をギラギラと輝かせて、これまで文字な

ど書いたこともなかった人が執筆をはじめたり、一心不乱に絵を描きはじめたりする人もいるそうです。

それは、なぜでしょうか。死刑囚には、期限があたえられているからなのです。 死ぬまでの期限を切

られた人間は、これまでを振り返って「自分はこれでいいのか？」と真剣に自分の人生と向き合うよう

になります。死刑囚は刑務官や宗教家による精神的な指導を受けて、残された時間で自分のあるべき姿

必死で向き合い、あるべき姿に向かって突き進まずにはいられないのです。そして、別人のように生き

生きとしはじめます。

死刑囚に限らず、人間は期限を意識してはじめてわが身をふりかえることが多いのではないでしょう

か。自分のあるべき姿、自分の人生の目標（理念）を求める強い動機を得るのです。死は人間にとって

逃れられないものです。誰もがいつかは人生を終える。だから、ある意味で人間はみんな死刑囚と同じ

です。大切なのは終わり（期限）を意識するかしないか。それが問題です。３月１５日の卒業式、３月

２４日の修了式でそれぞれのクラスが解散です。このメンバーで、生活することは二度とないのです。

何も意識しなくても時間が過ぎれば、終わりは来ます。しかし、目標もなく、努力もなく、だらだらと

時間だけが過ぎ、体ばかり大きくなって、中身は何も変わらない・・・・なんてことにならないよう、

残された日々を意識して、令和４年度の有終の美をかざりましょう。３年生は高校入試が近づいてきま

す体調に十分気を付けて、自分の力を出しきれるよう期待しています。保護者・地域の皆様、いつも子

供達を見守っていただきありがとうございます。本年度もまとめの時期となってきました。、学校アン

ケート等では貴重なご意見をいただきました。今後の教育活動にいかしてまいりますので、引き続きご

支援をよろしくお願い申し上げます。
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学校教育目標

よく考え進んで学ぶ生徒

誠実で思いやりのある生徒

心身ともにたくましい生徒
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１月１８日（水）～２０日（金）、

１年生にとって初めての宿泊行

事となるスキー学校を実施しました。３日間、天候にも恵まれ、

スキーの楽しさを味わうことができました。また、集団での生

活を通して自律や協調の大切さを学ぶことができました。

１年生のスキー学校の期間に、キャリア教育の一環として、２年生

による職場体験学習を実施しました。

将来について考えるよい機会となりました。次に、体験終了後の生徒感想を紹介します。

・病院では、オペ室で手術道具に触れたり、普段経験できない

ことを体験すること ができました。もっと医療や看護のこ

とについて調べ、夢を叶えたいと思います。

・接客は自分には向いていないと感じましたが、一人で黙々と

行う品出しの仕事は、 大変でしたが自分に合っている仕事

だと思いました。

・お客様に、ねぎらいの言葉をいただいたことや従業員の方に

褒めていただいたことがうれしかったです。今後の生活でも、

あいさつや人への気遣いなどを気をつけ ていきたいです。

【小林 由依作】

１ 水 専門委員会 ＳＳＷ来校 9:50 ★ １５ 水 ※公立願変① ★
２ 木 小中連携あいさつ運動① １６ 木 学校運営協議会 ※公立願変②
３ 金 新入生保護者説明会 １７ 金 安全の日 ＊テスト前部活動休止
４ 土 １８ 土
５ 日 １９ 日
６ 月 ２０ 月 校内研修
７ 火 ３年期末テスト(１日目) ２１ 火 声かけ応援団会議 公立受検事前指導
８ 水 ３年期末テスト(２日目)小中連携中学校ガイダンス① ２２ 水 １・２年期末テスト(１日目) ※公立学力検査
９ 木 小中連携あいさつ運動② ※公立出願(郵送) ２３ 木 天皇誕生日
１０ 金 小中連携中学校ガイダンス② ※公立出願(窓口) ２４ 金 １・２年期末テスト(２日目) ※公立実技・面接
１１ 土 建国記念の日 ２５ 土
１２ 日 ２６ 日
１３ 月 ※公立出願(窓口) ２７ 月 職員会議 ＊部活動休止
１４ 火 ２８ 火 ３年いのちの授業 専門委員会

★は、スクールカウンセラー来校日

○第63回埼玉県小・中学校等児童生徒美術展
（特選） 1-3 塚田 晃玄 3-4 小林 由依
（金賞） 1-2 村島 雪莉 2-2 瀧澤 有加 2-4 羽鳥 彩花 3-2 藤田 きらり

○第53回世界児童画展
（佳作） 1‐1 栗田 大也 1-2 藤田 明翔 1-3 長谷川 さくら

1-3 長谷川 寧々 1-3 松本 心音 1-4 田髙 律樹
○行田市人権教育推進協議会人権ポスター
（優良賞） 1-3 中村 莉央 3-1 正田 美月

○第75回行田地区書きぞめ審査会
（特選） 1-3 松本 心音 2-3 清水 優衣
（金賞） 1-2 萎澤 実和佳 1-2 村島 雪莉 2-1 大谷 咲花 2-1 内藤 結彩 2-2 金子友里愛

2-3 石塚 彩瑛 2-3 関口 穂香 2-4 黒山 小桜 3-1 大木 輝太 3-1 松本 陽菜
3-2 瀨下 陽真莉 3-3 小薗江 光希 3-4 中野 凛士 3-4 宮内 悠成

（銀賞） 1-1 竹村 遥 1-1 津田 香乃美 1-1 室田 純里 1-2 河端 星愛 1-2 小林 大峨
1-2 奈良 優里 1-3 髙野 桜子 1-4 上村 梓瑞 1-4 根岸 茉央 2-1 松本 椛乃
2-3 荒井 萌巳 2-3 栃金 嗣実 2-3 山﨑 優芽 2-4 井上 里緒 3-2 小林 愛歩
3-2 渡邉 咲希 3-3 飯塚 大稀 3-3 長谷川 茉那 3-4 深井 千愛 3-4 福地 美夢

【塚田 晃玄作 】


